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 18 指　定　管　理　に

№ 施 設 名 指定管理者 指定期間 公募･非公募 指定管理料 令和５年度施設予算

１
山形市市民活動支援セン
ター

特定非営利活動法人（NPO）
山形の公益活動を応援する
会・アミル

H30. ４～
R10. ３ 公 36,692

管理費等 34,017

事 業 費 2,675

計 36,692

２ 山寺芭蕉記念館 (公財）山形市文化振興事業団 H31. ４～
R６. ３ 非 63,613

管理費等 65,453

事 業 費 5,560

計 71,013

３ 最上義光歴史館 (公財）山形市文化振興事業団 H31. ４～
R６. ３ 非 37,710

管理費等 36,235

事 業 費 2,960

計 39,195

４ 山形市民会館
山形市民会館管理運営共同
事業体

H27. ４～
R７．３ 公 149,080

管理費等 121,960

事 業 費 57,661

計 179,621

５
山形市総合スポーツセン
ター
他13施設

(公財）山形市スポーツ協会 H31. ４～
R６. ３ 非 455,893

管理費等 163,135

事 業 費 393,603

計 556,738

６ 山形市球技場 (公財）山形市スポーツ協会 R４. ４～
R14. ３ 公 8,482

管理費等 9,508

事 業 費 4,534

計 14,042
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関　す　る　説　明　書

令 和 ５ 年 度 重 点 項 目

現状： 年代を問わず、地域ボランティアやNPO活動等は日常の活動として定着してきており、市民との協働のまち
づくりに向け、センターは市民活動に対する継続的なサポートを行っている。また、ボランティアやNPO活
動への参加をより促進するため、市民ニーズを取り入れた勉強会の開催や入門講座を行っている。令和２年度
にリニューアルした設備等を活用し、市民活動情報コーナーやミーティングスペースを拡大することでセン
ター機能を強化し、新規利用者の獲得を図っている。
新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、オンライン会議システムをいち早く導入し、それを活用した講座を開
催するなど、利用者の利便性向上に努めているが、利用者数が減少しているため、利用者数増加に向けた講座
の内容や周知・広報の方法の改善を検討している。

重点：・ 市民活動を推進する拠点としての中間支援施設の機能を充実させるため、市民ニーズを把握しながら親切・
丁寧な相談対応を行う。

・市民ニーズに応じた講座を企画し、効果的な周知・広報を行う。
・ NPOウィークや市民活動まつり等、市民活動のPRの機会を活用し、より幅広い層からの市民活動への参加
を推進し、地域活性化を図る市民活動を支援する。

・NPO活動の理解を深めるため、市民活動情報コーナー等を活用したPR活動の取組強化を図る。
・NPOの関係法令等の改正や市民活動団体の組織運営強化のための情報の提供及び講座等を実施する。
・連携中枢都市圏の協約に基づく自治体と連携し、センターのより一層の利活用を図る。
・ 新型コロナウイルス感染症対策に係る行政情報の提供や相談支援など、市民活動団体に対する継続的なサ
ポートを行う。

現状： 施設や設備等に関して、利用者の安全確保や施設の長寿命化のため、適切な管理に取り組んでいる。また、常
設展・企画展の展示事業や継続してきた主催事業の一層の充実を図り、ボランティアガイドを養成して、来館
者の満足度向上に取り組んでいる。
各種事業の実施には、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら取り組んでいる。

重点：・企画展「芭蕉と蕪村」や、妖怪をテーマとした親しみやすい企画展などを開催する。
・ボランティアガイドのスキルアップを図り、来館者への質の高い接遇を提供し、満足度を高める。
・関係機関や関係団体と連携した事業の展開を積極的に進める。
・山形大学博物館と連携し、デジタルアーカイブ化に取り組む。
・新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、施設の管理運営に取り組む。

現状： 施設や設備等に関して、利用者の安全確保や施設の長寿命化のため、適切な管理に取り組んでいる。
最上義光歴史館サポータークラブ「義光会」と連携し、来館者への分かりやすい説明と質の高い接遇を提供し
て高評価を得ている。普及啓発事業により小学校への出前講座を行うなど、地元の歴史や文化に対する興味を
高め、郷土愛の醸成などに取り組んでいる。
各種事業の実施には、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら実施している。

重点：・ 最上家関係資料や山形城関係資料など郷土に関わる資料や文化財を常時展示するとともに、年４回の趣向を
凝らした企画展を実施し、リピーター獲得も含め、来館者増を図る。

・ 市内小学校を対象とした、こども講座を継続実施し、最上家や郷土史に対する興味と理解を育み、郷土愛の
醸成に取り組む。

・山形大学博物館と連携し、デジタルアーカイブ化に取り組む。
・新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、施設の管理運営に取り組む。

現状： 施設や設備等に関して、計画的に実施している保守点検などを参考に、緊急度や老朽化などを勘案しながら、利
用者の安全確保のため、またサービス低下にならないように適切な管理に取り組んでいる。
各種事業の実施及び施設利用については、新型コロナウイルス感染症対策を講じつつ市民の文化活動をする機
会、観る機会を損なわないよう取り組んでいる。

重点：・ 会報紙「山形市民会館友の会」を通じて、各種事業のほか地元文化団体や文化活動を紹介するなど、各種事
業への参加者の増加を目指していく。

・ 地元文化団体等を支援する自主事業として、大ホールロビーを活用した「ロビーコンサート」等に取り組み、
他の事業への相乗効果を図りながら、参加者の増加や満足度の向上に取り組んでいく。

・新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、施設の管理運営に取り組む。

現状： 総合スポーツセンターの他、体育館、運動広場及び市民プール等多くの体育施設を管理しており、円滑な大会
使用調整やコストを抑えた施設管理を行っている。一方、施設の老朽化により修繕が必要な箇所が増えている。

重点：・経年劣化が進んでおり、安全確保を優先に計画的な改修・修繕を行う。
・光熱水費の節減に努め、一元的に効率的な管理運営を行う。

現状： 主にサッカーやラグビーの競技者が大会やトレーニングで利用している。土日祝日や平日夜間の使用率は高い
が、平日昼間の利用者が少ないことが課題となっている。

重点：・スポーツ教室等の自主事業を実施し、利用拡大及びスポーツ活動拠点としての定着を図る。
・ホームページや広報誌、自主事業等を活用して新たな利用者層の獲得を目指す。

（単位　千円）
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№ 施 設 名 指定管理者 指定期間 公募･非公募 指定管理料 令和５年度施設予算

７
蔵王体育館及び蔵王ジャ
ンプ台

蔵王温泉観光協会
H31. ４～
R６. ３ 非 29,257

管理費等 19,315

事 業 費 11,682

計 30,997

８
山形市斎場及び山形市霊
柩車

やまがた斎苑管理グループ
H31. ４～
R６. ３ 公 73,549

管理費等 73,549

事 業 費 －

計 73,549

９ 山形市総合福祉センター （社福）山形市社会福祉協議会
H31. ４～
R６. ３ 非 117,331

管理費等 134,232

事 業 費 3,068

計 137,300

10 まんさくの丘 （社福）山形市社会福祉事業団
R３. ４～
R８. ３ 非 45,626

管理費等 221,028

事 業 費 31,603

計 252,631

11 あたご荘 （社福）山形市社会福祉事業団
R３. ４～
R８. ３ 非 218,059

管理費等 194,088

事 業 費 75,401

計 269,489

12 山形市特別養護老人ホー
ム菅沢荘

（社福）山形市社会福祉事業団
R３. ４～
R８. ３ 非 0

管理費等 －

事 業 費 －

計 －
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令 和 ５ 年 度 重 点 項 目

現状： 蔵王温泉の宿泊施設と連携を図りながら、利用者ニーズに合った利用形態の提供や各種合宿の誘致を図るなど、
工夫した管理運営を行っている。

重点：・経年劣化が進んでおり、安全確保を優先に計画的な改修・修繕を行う。
・利用者の意見を幅広く聞き、利用者の立場に立った施設運営を行う。

現状： 施設と人材の有効活用を図りながら、年々増加傾向にある火葬需要に対応しており、通常時間帯（火葬開始時
刻９：30、最終火葬開始時刻16：00）においては14体、延長時間帯２体を含めると最大１日16体の火葬を受
け入れている。

重点：・施設の適正な維持管理に努めながら、更なる市民サービスの向上を図る。
・通常時間帯における火葬件数に対応できる体制をとる。
・利用者側の視点に立った施設の改善補修及び接遇のあり方について検討を重ねる。

現状： 築後27年が経過し、建物や設備の修繕必要箇所が増えている中、利用者が安全に利用できるよう、委託常駐
スタッフとの定期的な打合せ会等により、情報の共有、業務の連携等を行った結果、利用者満足度も高く苦情・
要望に対しても迅速丁寧に対応している。また、利用者の状況によって地域包括支援センター等の相談窓口に
つなぎ、その後の適切な相談支援に結びついている。

重点：・福祉情報・活動の発信基地、地域福祉活動の拠点とする。
・ 災害時及び防災の拠点、ボランティア活動や市民活動を推進する拠点となり、総合的に市民の福祉活動を支
援する。

現状： 障がい児・者を支援する３施設ごとに求められるニーズに対応し、専門的サービスを提供するとともに各施設
が連携し効率的で活力ある事業等を展開している。一方、施設の老朽化等による不具合箇所が増加しており、
安全面や施設の長寿命化を図る上でも今後の改修が課題となっている。

重点：・利用者の権利を尊重し、利用者が自己実現を図るため、適正な福祉サービスによる総合的な支援を行う。
・総合的な相談窓口として行政との連携を図りながら、地域で生活する障がい児・者を支援する。
・地域との相互連携を深めるために交流事業等を実施し、地域に親しまれ、開かれた施設運営を図る。
・ 事業の質の向上を図るため、各種研修への参加等により職員の資質の向上を図るとともに業務内容の見直し
等を行う。

・ 避難訓練、総合防災訓練を通して利用者、職員の防災意識を高める。危険箇所の把握、設備等点検などによ
り安全を確保する。また、関係機関等との連携を強化し、防災対策の充実を図る。

現状： 入所者が安全かつ安心して心身の健康の保持増進を図り、生活意欲の向上及び自立した生活を実現できるよう、
専門的なサービスの提供を行うとともに、転倒防止対策や感染症対策、災害時の危機管理を徹底するための各
種訓練など、安心して生活できる環境づくりを行っている。入所者は、市が措置した者であり、一定の新規入
所者はいるものの、疾患や重度化に伴い退所する者もおり、入所者総数は横ばいの状況である。また、施設の
老朽化等による不具合箇所が増加しており、安全面や施設の長寿命化を図る上で今後の計画的な改修が課題で
ある。

重点：・ 入所者の満足度向上のため、苦情解決体制を構築するとともに、満足度調査の内容等を踏まえ、業務改善や
サービスの質の向上を図る。

・ヒヤリハット対応の徹底を図るとともに、安全点検を徹底し、事故の未然防止に努める。
・入所者一人ひとりに適切な対応ができるよう研修を充実し、職員の資質向上を図る。
・感染症への危機意識を持ち、マスク着用等の感染防止対策を徹底する。
・様々な災害を想定し、地域や近隣施設と合同で実践的な防災訓練を行い、災害発生時の迅速な対応を図る。
・施設の設備等について、異常の早期発見、計画的な修繕等を実施し、施設の長寿命化を図る。

現状： 要介護高齢者のニーズに応じた専門的なサービスの提供を行っている。収支バランスに配慮した効率的な施設
運営と人材の確保定着が課題である。また、施設の老朽化等による不具合箇所が増加しており、安全面や施設
の長寿命化を図る上で今後の計画的な改修が課題である。

重点：・ 入所者の満足度向上のため、苦情解決体制を構築するとともに、満足度調査の内容等を踏まえ、業務改善や
サービスの質の向上を図る。

・ 民間の社会福祉施設では受入れが難しい支援困難者や措置入所者を積極的に受け入れるなど、セーフティ
ネットとしての役割を担っていく。

・ショートステイの空き情報を積極的に発信し、利用者の確保に努める。
・職員一人ひとりの介護技術の向上や資質の向上を図る。
・感染症への危機意識を持ち、マスク着用等の感染防止対策を徹底する。
・様々な災害を想定し、地域や近隣施設と合同で実践的な防災訓練を行い、災害発生時の迅速な対応を図る。
・入所者の家族や地域社会とのつながりを大切にし、より一層の信頼関係の構築を図る。
・地域と連携し、地域のニーズを捉えた様々な地域貢献事業や各種行事を行う。
・ 総合福祉施設 ｢すげさわ｣ の一施設として一元的、一体的な運営を図り、地域や住民から必要とされる施設
となるように努める。

（単位　千円）
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№ 施 設 名 指定管理者 指定期間 公募･非公募 指定管理料 令和５年度施設予算

13 大曽根さわやか荘 大曽根さわやか荘福祉の会
H31. ４～
R６. ３ 非 31,927

管理費等 21,390

事 業 費 16,626

計 38,016

14 黒沢いこい荘 （社福）友愛会
H31. ４～
R６. ３ 公 41,535

管理費等 20,284

事 業 費 28,508

計 48,792

15 漆山やすらぎ荘 （社福）山形市社会福祉協議会
H31. ４～
R６. ３ 公 25,739

管理費等 19,393

事 業 費 10,614

計 30,007

16 山形市漆山デイサービス
センター

（社福）山形市社会福祉協議会
H31. ４～
R６. ３ 非 0

管理費等 －

事 業 費 －

計 －

17 山形市菅沢デイサービス
センター

（社福）山形市社会福祉事業団
R３. ４～
R８. ３ 非 0

管理費等 －

事 業 費 －

計 －
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令 和 ５ 年 度 重 点 項 目

現状： 利用者総数が減少傾向にある。高齢者世代における生活スタイルや趣向が変化してきている現状を踏まえ、今
後の老人福祉センターの役割・目的、それに伴う設備面等を再検証し、効果的な事業展開を検討していく必要
がある。また、施設の老朽化等による不具合箇所が増加しており、安全面や施設の長寿命化を図る上で今後の
計画的な改修が課題である。

重点：・利用者が安全に利用できることを第一とし、健康増進や憩いの場としての施設運営に徹する。
・健康講座の参加者を増やすとともに、魅力ある行事・講座等の内容を検討する。
・地元運営団体の利点を生かし、地域の特色を生かした事業を実施する。
・施設内の機械器具設備の維持管理を徹底する。
・感染症への危機意識を持ち、マスク着用等の感染防止対策を徹底する。

現状： 利用者総数が減少傾向にある。高齢者世代における生活スタイルや趣向が変化してきている現状を踏まえ、今
後の老人福祉センターの役割・目的、それに伴う設備面等を再検証し、効果的な事業展開を検討していく必要
がある。また、施設の老朽化等による不具合箇所が増加しており、安全面や施設の長寿命化を図る上で今後の
計画的な改修が課題である。

重点：・長寿社会を意識した事業を展開する。（いきがい増進事業（毎月）、各種講座・催しの実施）
・ 高齢者が抱える福祉問題等の早期発見等に努める。（健康相談を通しての早期発見、地域包括支援センター等
関係機関との連携強化）

・住民主体の介護予防を推進するため、介護予防の担い手養成などの講座を開催する。
・交通手段が限られ、来荘が難しい高齢者に対する無料送迎を実施する。（利用機会の提供・送迎ルートの検討）
・施設及び各種事業のPR活動を行う。（新規利用者の開拓を推進、SNS等の積極的活用）
・ 委託先との連携・協力を密にし、設備を計画的に更新しECO社会への対応等にも努める。（適切な管理と管
理経費の節減）

・感染症への危機意識を持ち、マスク着用等の感染防止対策を徹底する。

現状： 利用者総数が減少傾向にある。高齢者世代における生活スタイルや趣向が変化してきている現状を踏まえ、今
後の老人福祉センターの役割・目的、それに伴う設備面等を再検証し、効果的な事業展開を検討していく必要
がある。また、施設の老朽化等による不具合箇所が増加しており、安全面や施設の長寿命化を図る上で今後の
計画的な改修が課題である。

重点：・介護予防を意識した事業の継続を図る。（百歳体操の定期開催、各種講座・催しの実施）
・ 高齢者が抱える福祉問題等の早期発見等に努める。（健康相談を通しての早期発見、地域包括支援センター等
関係機関との連携強化）

・ 交通手段が限られ、来荘が難しい高齢者に対する無料送迎の実施を継続する。（利用機会の提供・実施方法の
見直しの継続検討）

・各老人福祉センターとの情報を共有する。（サービス・職員の資質向上、課題の認識・対応等の共有）
・世代を超えた交流機会の確保と施設PR活動の実施を継続する。（特に新規利用者の開拓を推進）
・委託先との連携・協力を密にし、設備の有効な運用に努める。（適切な管理と管理経費の節減）
・感染症への危機意識を持ち、マスク着用等の感染防止対策を徹底する。

現状： 稼働率が低下傾向にある。公の施設としてのあり方を検討しながら、稼働率の確保を図り経営の安定化に努め
る必要がある。地域、関係団体、企業と連携し、買い物支援や出前講座などを行いながら、施設の広報活動に
積極的に取り組んできたが、利用者数については目標数に至らず、課題となっている。

重点：・ 地区の事業所連絡会等の関係団体、ケアマネジャーや生活支援コーディネーターとの連携を積極的に図り、
利用者増につなげる。

・ 福祉施設の地域貢献活動として、地域住民の買い物支援への協力の継続や、中間就労等の支援も視野に入れ
て活動していく。

・感染症への危機意識を持ち、マスク着用等の感染防止対策を徹底する。
・様々な災害を想定し、地域や近隣施設と合同で実践的な防災訓練を行い、災害発生時の迅速な対応を図る。

現状： 稼働率が低下傾向にある。公の施設としてのあり方を検討しながら、効果的なサービス提供を行うこと等を通
じて利用者を確保することが課題である。また、認知症ケアの向上を図りながら地域住民の認知症への理解を
進め、認知症デイサービスの効果的な利用につなげることが必要である。

重点：・ 専門的で質の高いサービス提供を行うとともに、地域の関係機関との連携により施設の信頼を高め、市民や
地域に選ばれる施設となることにより、稼働率の向上を図る。

・利用者の在宅生活における自立支援を行う。
・認知症の理解促進や早期対応のための普及啓発、認知症ケア向上に向けた取組を行う。
・ 機能訓練やレクリエーションを充実させ、利用者の日常生活における身体機能の低下を防ぎ維持できるよう
に努める。

・多様性を増す個々のニーズに対応できるように職員の介護技術の向上（スキルアップ）に努める。
・感染症への危機意識を持ち、マスク着用等の感染防止対策を徹底する。
・様々な災害を想定し、地域や近隣施設と合同で実践的な防災訓練を行い、災害発生時の迅速な対応を図る。
・ 総合福祉施設 ｢すげさわ｣ の一施設として一元的、一体的な運営を図り、地域や住民から必要とされる施設
となるように努める。

（単位　千円）
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№ 施 設 名 指定管理者 指定期間 公募･非公募 指定管理料 令和５年度施設予算

18 山形市銅町デイサービス
センター

（社福）山形市社会福祉事業団
R３. ４～
R８. ３ 非 0

管理費等 －

事 業 費 －

計 －

19 山形学園 （社福）山形市社会福祉事業団
R３. ４～
R８. ３ 非 196,112

管理費等 144,587

事 業 費 51,525

計 196,112

20
べにっこひろば及びべ
にっこひろば子育て支援
センター

特定非営利活動法人（NPO）
やまがた育児サークルランド

R４. ４～
R14. ３ 公 86,095

管理費等 69,312

事 業 費 17,644

計 86,956

21
南部児童遊戯施設及び南
部児童遊戯施設子育て支
援センター

株式会社夢の公園
R４. ３～
R19. ３ 非 85,360

管理費等 69,008

事 業 費 16,426

計 85,434

22 山形市産業歴史資料館 山形鋳物工業団地協同組合
H31. ４～
R６. ３ 非 5,443

管理費等 4,793

事 業 費 650

計 5,443

23 山形テルサ (一財）山形市都市振興公社 H31. ４～
R11. ３ 公 203,800

管理費等 258,040

事 業 費 52,964

計 311,004

24 山形国際交流プラザ (一財）山形コンベンション
ビューロー

H31. ４～
R６. ３ 非 53,600

管理費等 225,581

事 業 費 383

計 225,964
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令 和 ５ 年 度 重 点 項 目

現状： 稼働率が低下傾向にある。公の施設としてのあり方を検討しながら、稼働率の確保を図り経営の安定化に努め
る必要がある。

重点：・専門的で質の高いサービス提供や関係機関との連携により施設の信頼を高め、稼働率の向上に努める。
・個々の利用者ニーズに対応できるよう介護技術の向上を図る。
・市街地立地の特性を生かし、介護度の高い方や病院退院後の方を積極的に受け入れる。
・感染症への危機意識を持ち、マスク着用等の感染防止対策を徹底する。
・様々な災害を想定し、地域や近隣施設と合同で実践的な防災訓練を行い、災害発生時の迅速な対応を図る。
・経営の効率化に努めるとともに、施設の早期修繕等により快適に過ごせる施設を目指す。
・交流スペースを活用した地域住民参加型の事業を検討する。
・ 障がい福祉サービスや周辺の保育施設との連携を強化し、地域共生社会の実現に向けた施設のあり方を検討
する。

現状： 定員40名に対し入所者37名（予定）である。過不足のない職員配置に留意するとともに、従前と変わらない
手厚いケアが要求されている。

重点：・ 入所者の実情（障がいの有無・種類等）に即した適切なケアを実施するとともに、安定した運営体制を維持
していく。

・里親サロンの開催等、里親の拡充に努める。
・職員研修及び情報共有を密に行うことで、専門知識の習得による個別ケアの充実を図る。
・山形県社会的養育推進計画に基づき、今後の施設のあり方について検討を進める。
・自立支援担当職員の配置により退所者等のアフターケアの充実を図る。

現状： 指定管理者制度を導入したことで民間の柔軟な発想を用いた管理運営を行い、市内外問わず多くの親子が利用
している。

重点：・ 利用者の安心・安全を最優先に、平常時は、必要なリスクマネジメントを行い事故等の未然防止に努め、緊
急時は、被害の拡大を最小限とする危機管理体制の整備を行う。

・効率的な運営に努めながら、利用者へのサービス向上や利用者数の増加に努める。
・ 建築から９年を迎えるため、施設・遊具の維持・修繕を行い、引き続き利用者に安心・安全な環境を提供す
る。

・ 来園者のニーズを踏まえ、子どもに向き合うゆとりと自信を高められるような事業や講座を開催し、子育て
に悩みのある保護者の不安解消に努める。

現状： PFI方式により施設整備を行い令和４年４月18日に開館。指定管理者制度の導入により民間の柔軟な発想を用
いた管理運営を行う。市内外問わず多くの親子が利用している。

重点：・親子参加の体験型講座や託児付き講座、イベントを通じて子どもの成長を手助けする。
・障がい児に関する専門知識を有する職員を配置し、みんなが楽しめるインクルーシブな遊び場づくりを行う。
・効率的な運営に努めながら、利用者へのサービス向上や利用者数の増加に努める。
・ 子育て支援センターでは、子育てに関する相談や情報提供、講習会を行うほかイベントを開催し、保護者の
不安解消に努める。

現状：入館者数の更なる増加につながる取組を実施する必要がある。
重点：・展示物の追加及び入替え等により、館内設備の充実に努める。

・コロナ禍でも実施できる自主事業を企画し、来館者の拡大につながる事業を実施する。
・施設紹介パンフレットを各所に設置する等、広報活動を推進する。
・小学校の社会見学等の団体客の利用を促す。

現状： 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で低迷していた貸館事業もコロナ前の状況までには至らないものの、回
復傾向にあり、自主事業についても事業の開催本数や運営について通常の状態で行えることから、利用者数及
び利用料金収入も増加の傾向にある。

重点：・ 定期点検等での不具合の恐れがある箇所は、貸館の特性から、予防的修繕を心掛け、安全・安心・快適な施
設管理を行う。

・ 山形県総合文化芸術館及び （一財）山形コンベンションビューローと連携した全国規模の学会等の誘致など
による相乗効果を図り利用者を増やす。

・サービス・接遇の向上、施設の美化を推進し、利用者の満足度を高めリピート率の向上に努める。
・市民のニーズ、運営懇談会等の意見を取り入れ、よりテルサの特性を生かした魅力ある自主事業を行う。
・市の指定事業、公社事業については、学生料金を設定し、低価格で公演を鑑賞できる機会を提供する。

現状： 新型コロナウイルス感染症の影響を受け落ち込んでいた利用料金収入については、回復基調にある。施設及び
設備関係については、経年劣化による損傷や備品等の不具合が出てきており、計画に基づき継続して順次改修
及び入替えを行っている。

重点：・ 新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講じるとともに、施設利用者への協力を要請し、安心・安全な施設
管理に努める。

・ 主に県外のリピーターや過去の利用者を対象にダイレクトメール送付等を実施し、利用料金収入の増額を目
指す。

・稼働率の低い施設（国際交流広場等）の稼働率向上のため、継続して広報宣伝を強化する。
・施設の計画的な修繕と適切な維持管理を行い、より安全な施設づくりを目指す。
・平成26年度から実施し好評を得ている「山形ビッグウイングフェスティバル」を継続実施する。

（単位　千円）



― 84 ―

№ 施 設 名 指定管理者 指定期間 公募･非公募 指定管理料 令和５年度施設予算

25 山形市観光案内センター (一社）山形市観光協会 H31. ４～
R６. ３ 非 21,020

管理費等 6,842

事 業 費 14,178

計 21,020

26 山形市農業研修センター (一社）山形市農業振興公社 H31. ４～
R６. ３ 非 11,384

管理費等 11,080

事 業 費 304

計 11,384

27 末広住宅　他17施設 市営住宅管理企業体
R４. ４～
R14. ３ 公 120,256

管理費等 120,256

事 業 費 －

計 120,256

28 山形市野草園 (一財）山形市都市振興公社 R３. ４～
R８. ３ 非 64,945

管理費等 68,522

事 業 費 1,996

計 70,518

29 山形市馬見ケ崎プール (一財）山形市都市振興公社 R３. ４～
R13. ３ 公 129,692

管理費等 172,414

事 業 費 19,180

計 191,594

30 山形市中央駐車場
他９施設

(一財）山形市都市振興公社 R３. ４～
R13. ３ 公

駐車場等
232,134
駐輪場
69,732

管理費等 301,866

事 業 費 －

計 301,866
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令 和 ５ 年 度 重 点 項 目

現状： 観光展示ブースの集客機能を活用した企画展示と装飾を行い、観光案内センターの利用拡大と霞城セントラル
内の賑わい創出を図っている。

重点：・ 新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講じるとともに、施設利用者への協力を要請し、安心・安全な施設
管理に努める。

・新鮮な観光情報の収集と提供に努め、観光案内センターでの案内機能の充実を図る。
・主要観光関連団体や霞城セントラル内施設等との連携・協力体制を強化する。
・作成・配布している観光パンフレットの内容を更に充実させる。
・イベントに併せた企画展示を継続する。

現状： 講堂兼屋内運動場の冬期間使用や休日の閉館日の開館等の要望に積極的に応じ、利用者の増大を図っている。
また、老朽化した建物や設備の改善とともに、農業従事者等のための宿泊機能の充実を図っている。更に、担
い手農家の育成や農業サポーターの養成など、基幹産業の振興に対応した事業の充実化を図っている。

重点：・既存事業の検証を行い、課題解決につながる新規事業などの充実を図る。
・計画的な施設の修繕や機能の充実化を図り、利用者の安全確保や利用の推進を図る。

現状： 24時間電話受付等で入居者からの緊急修繕依頼に迅速に対応している。入居者が安全かつ安心して利用でき
ることを第一に十分な管理運営体制を構築し、円滑な業務を行っている。

重点：・入居者及び入居希望者に対して、公平性を踏まえた上で、丁寧で迅速な対応を行う。
・保守点検・巡回点検等で不具合箇所の的確な把握を行い、維持管理・修繕経費の計画的な執行に努める。

現状： ゴールデンウィークに向けてタウン誌等を活用したPRにより、入園料収入が目標値を上回った。また、４月
から予定どおり自主事業を実施し、参加者数は多くの講座で定員を上回る申込みがあった。
今後は、利用者ニーズに対応しながら、さまざまな世代を取り込んだ事業を実施していく。また、見応えのあ
る植物の群生化を図りながら、楽しく観察できるような工夫を行い、リピーターの増加につなげる。

重点：・ 野草園で見ることができる秋の「アサギマダラ」とともに、夏の国蝶「オオムラサキ」のＰＲに力を入れ、
更なる野草園の認知度向上を図る。

・引き続き野生動物の侵入防止対策を行い来園者の安全確保に努める。
・新型コロナウイルス感染症対策を講じて、来園者の安全最優先で施設運営を行う。
・ 植物検索システムに掲載する植物を増やし、これまで野草園ブログで紹介してきた約600種の検索を可能に
する。

・子どもから高齢者まで幅広い年代をターゲットにした体験型の事業を行うことで、来園者の増加を図る。
・ 散策する時間のない方、高齢者の方などが気軽に散策できるよう、30分で回れるコースを設定する。季節
ごとに魅力ある植物を選定し群生化することで、いつ来ても楽しめるように整備する。

・令和５年度に開園30周年を迎えることから、春や秋のイベント時に新たな事業を実施する。
・リピーターの増加を目的に、年間パスポート又は回数券の導入を検討する。
・山形市健康ポイント事業SUKSK（スクスク）との連携を図り、市民の健康増進に寄与する。

現状： 新型コロナウイルス感染症対策として人数制限や入替制を導入し、安心・安全な施設運営を行っている。今後
も感染拡大状況を注視し、制限の緩和や事業の再開など、利用者の安全最優先で柔軟な施設運営を行っていく。

重点：・少子化や生活様式の多様化などで利用者が年々減少しており、新しいPR活動や事業により集客を図る。
・山形市健康ポイント事業SUKSK（スクスク）の対象施設として、市民の健康増進に寄与する。
・ プール南側に位置する馬見ケ崎川は、春の花見、秋の芋煮と多くの方に親しまれている名所の１つである。
この恵まれた自然の中に位置する施設として、山形の魅力発信に努める。

現状： 市営駐車場及び駐輪場ともに、利用促進に向けた取組を行っている。また施設の老朽化対策を順次、進めてい
く必要がある。

重点：・ ｢あってよかった、とめてよかった安心して何度も使える山形市営駐車場・駐輪場｣ の実現を図るため、７
つの管理運営方針に沿った管理運営を実施する。

　 ①誰もが安心して気軽に使える駐車場・駐輪場の整備と管理　②利用者のニーズに合ったサービス向上策の
推進　③まちづくりの推進　④公平・公正で公の施設としての適切な運営　⑤地域との連携と貢献　⑥環境
への配慮　⑦効果的・効率的管理運営

（単位　千円）
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